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2010年NCSコンベンションレポート
日本ポーセリン協会 会長 井谷 善恵

ミシガン州グランドラビッズヘ

5月 21日 (金 )から24日 (月 )まで、ミシンガン州のグランド

ラピツズ(Grand Rapids)で 開催された、NCS(ノ リタ

ケ・コレクターズ・ソサエティ)の第十七回のコンベンショ

ンに行ってきました。その様子をレポートします。

21日 (金)全日空012便で成田をでて、シカゴ経由で、

グランドラビツズヘ、とはすんなりいかなかった。シカゴ到

着が40分遅れたため乗り継ぎを心配しながらも、国内

線搭乗ロヘ急ぐと、グランドラビツズ行きUA7492便は

悪天候のためキャンセル。UAのカウンターヘ急ぎ、代

替便を聞く。夕方の便なら乗れるが13:30分の便はキヤ

ンセル待ちとのこと。3時 間ほど時間をつぶして、13:30

分発の搭乗口に向かう。気がつくと、いつのまにか搭乗

口がCからFに変更されており、巨大なシカゴ・オーヘア

空港のターミナルを全速力で移動。新しい搭乗日の電

光掲示板には、キヤンセル待ちの順番が表示されてい

る。私=Ita/Yは、7人空きのあるうちの5番目。搭乗アナ

ウンスが始まり、機内に乗り込む乗客を見ながら、ドキド

キ。ついに順番がまわってきてなんとか搭乗、ほつ140

分ほどでグランドラビツズ到着。小雨は降っているもの

の、どこが悪天候?きつと天候ではなく人数少なくて午

前中の便が間引かれたに違いない。空港の外に出る。

いつものなら、すでにアメリカ入りしている木村さんがレ

ンタカーで待っていてくれたりするけれど、今回木村さ

んは欠席、残念。タクシーでコンベンション会場のヒルト

ン・スピンネーカーに向かった。

アイスクリームアワー

ホテルにチェックインし、シャワーを浴びて、アイスクリー

ムアワーの会場へ。もうすでにかなりの人が集まってい

る。丼椀ほどもあるプラスチツクの容器に入ったアイスク

リームに、どろどろのチヨコレートクリーム、マーブルチョ

コ、はちみつなど、これだけで一日の摂取カロリーをかる

く越えそうなトッピングをみんなおもいっきりかけて食べ

ている。

再会を喜んで、抱き合ったり、家族の写真を見せたり、

いつものコンベンション開始風景。私も受付を済ませ、

みんなと挨拶。ここで毎年なら、時差ボケのため部屋で

熟睡か、あるいはすでに精力的に地元の博物館を

回つているか、いずれにせよ姿を見せない森川さんの

行方を捜すことからコンベンションは始まるのだけれど、

森川さんも欠席。寂しい。今回、日本人の参加者は、

」PS会員の山口夫妻及び山崎夫妻と、竹内氏と私の6

名。その後、ホテ

ルのレストランで

デビッドや ジェ

ニーとシーフード

ブッフェを食 べ

て、時差ボケもあ

り部屋にもどって

爆睡。

一 日目 講演とミーテイング、そしてクイズ

最初の講演はジヨン・ヘンリーによる芸者図について。

几帳面な性格らしくきちんとまとめている。ただ、近代輸

出磁器に描かれた美人図を語るのに、正倉院の鳥毛

立女図までさかのぼるのは長すぎか。

続いて、総会。会計報告などの後、当面の問題として

主に会員数の確保・増加の方法と、資金源の確保に

ついて話し合う。現在の保有額に対し、毎年3割 が確

実に毎年ジヤーナルの印刷代などで消え、それ以外に

必要経費などを差し引くと、先細り。いずこも同じ問題を

抱えている。結局それらの問題を解消するような画期

的意見は出ず、次回に持ち越し。

2011年 は、コロラド州デンバーで7月 28日 から開催予

定。2012年はフロリダが候補。今後の活動についてだ

けでなく、資金源の確保や開催地の選定などあらゆる

問題にみなが積極的に意見を出し合う。まとめる方は

大変だろうが、すこしうらやましくもある。
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